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1 .動作法を活用した自立活動の指導の実践N

-留別の指導計画をふまえた中学部における

自立活動の時間の指導の実践事務~-
村主光子・松本美穂子

1 .はじめに

特別支援学校において. 専iヨ羽引i

ある O 特別支援教育の専j門1羽可斗引iう?引]'什作'1官惜性i巨白T雪笠i主:は' 自立活動にあるといっ

ても過言ではない。その自立活動の 1;1標は， I個々の児
童又は生徒が自立を目指し障害による学習J二又は生活-

上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知識，

技能、態度及び習'慣を養い， もって心身の調和的発達の

基盤を培う」となっている。授業時間を特設して行う自

立活動の11寺院]における指導を中心とし各教科等の指導

においても自立活動の指導と密接な関連を閤って行わな

ければならなし 1。自立活動の指導に当たっては，児童生

徒一人一人の実態を的確に把握して個別の指導計画を作

成しそれに基づいて指導を展開しなければならな1.;¥0

個別の指導計画に基づく指導は.計画 (Plan) 一実践

(Do) -評部fi(Check) -改善 (Action) の過程で進め

られる。

本研究グループでは，個別jの指導計画に基づき，動作

j去を活JlJした自立活動の時間の指導の実践について継続

研究を行っている。これまで， 自立活動の指導における

諜題について，肢体不自由教育の経験の少ない教員への

アンケートから， I適切な課題設定の方法がわからな

いJI自立活動のi時間の指導の計画が立てられないJI自
立活動の待問の指導と個別の指導計画， 日常生活の指導

とどうつなげたらよいかわからないjことなどが挙げら

れている(杉林ら， 2008)。これらの課題に対して，動

作法を活用した自立活動の時間の指導について実践例を

報告してきた(~l ヒ J1I ， 2008; 133丸ら， 2009)。これらは

いずれも小学部の事例であり，中高等部の事例の蓄積が

課題となっていた。

以上のことより，本稿では当校の個別の指導計画 (I~

1 )をふまえて， IDjJ作j去を活用した自立活動の時間の指

導を中学部の実践事例をもとに報告する。

2. 対象生徒

対象生徒は，中学部2年の準ずる教育諜程で学習を行

っている脳性まひを有する生徒(以下，生徒A)である。

上肢の障害は，学習や生活上で、支障になる程度ではない

が， J二紋を使っていると姿勢が崩れやすい。移動は手動

車いすであり， 1き走可能である。食事や着替えなどは，

ほほ自立している。トイレや椅子への乗り移りも自立し

ている口小学校は，地域の小学校通常学級に在籍してい

た口当校には中学部から入学してきて， 自立活動の授業

を受けるのは中学部に入ってからである。

3. 指導目標

( 1 )個別の指導計画における自立活動の時間の指導の

指導自擦の位置付け

当校の個別の指導計部I(1亙11参!!日)は，学年の教員を
1:1:1心とした指導集団によって!?自かれるケース会を使って

検討される。

個別の指導計画のコアとなる部分において，生徒の実

態を共有し指導の方向性(生徒の自立話切Jの目標)がi明

確にされる。あわせて，学習J二.生活!この手だて・配慮と

「自立活動のn寺IMJの指導Jの目掠が生徒に関わる指導者1M]
で共有されている。自立活動の1時間の指導においても他

の授業と!可株に，個別の指導計画のコアとなる部分をふ

まえ，授業担当者が「自立活動の11寺1111の指i草J(I~I 立活動の

授業)の指導目標を設定する。本事例においては， I~I 立

活動の授業は，週21時間設定されている。そのため時間

の指導担当者が複数となるため，担任や相当者向での情

報交換を行い.個別の指導計画でおさえられた「自立活

動の時間の指導Jの目標が適切に扱えるようにしている。

実態の把握

↓ 
.}旨導の方向性(生徒Aの自立
活動のst!禁)の日月6在化

↓ 
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図 1 当校のMl.lljの指導計画

( 2 )生徒Aの「自立活動の時間の指導jの自標

本事例における自立活動の時間の指導の目標も上述の

手続きにそって設定した。表1は，ケース会においてお

さえられた生徒Aの個別の指導計闘である。 生徒Aのケ

ース会において， I身体への意識と動きのコントロー
ルJと「視覚的な情報の処理nや関係牲をつかむこと」に
課題があり， I負けず嫌いでがんばり屋jな函があるこ
とから， I人とのかかわりが消極的jになっている様子
が見えてきた。そこで，指導の方向性(生徒Aの自立活

動の目標)として， I援助依頼や発言する機会を多くも
ち，人とのかかわりを広げていく JI役割を協力し合っ
てやりとげ， 自信をつける」が挙げられた。そのために

は， I姿勢への配慮J11情報提示のしかたjの工夫， I関
係性や概念の理解=をうながすJI気持ちの切り替えがつ
けやすい声かかけjが学校生活全般で、必要で、あり，学習

上生活上の自立活動の手だて・配慮として確認された。



筑波大学!的成桐が丘特別支援学校煙室*c~ fJ;(i5豆出~ 2弘正E 85 

表 1 1毘7)IJの指導計画における指導の目標，手だて・配慮、「自立活動の時間の指導jにおける目標

指導の方向性 -援助依頼や発言する機会を多く

主役戸の実態把握悶 (生徒Aの もち、人とのかかわりを広げていく。
活動の毘擦) イ笠割を協力し合ってやりとげ、自

人との関わりが潟極的 負けず嫌いでがん[まり護 信をつける。

-援EJ]をイ鼠殺することカりムない

-人とうかのら関人わにり関におわいるこてと遠は虚少しながいちで
-慣れて〈る重いとで授が業ん中ば洛り患極だ的がiこ、発Zさ言れ
-魚tt9殺し てし

生提Aの学
-姿勢への配盛

言分 お‘気こ持とちものあJ切るり替えが苦手 習上也生活上
-声かけが必要

-震いたいことはあるが雲えない -座位保持椅子を使用し、-やりたいことと告分の状況が会わすイラ の手だて・配 乗り移りの機会をもっイラする

調箆的tJ:t毒報の処理や関鋲
性をつかむことお管手
.~形が苦手

-.〈叡立芝謹賠Eヲ係な、理をと躍らがえ苦るこ手とが苦手 コントローん

'f:震訟の要言葉がさまれると混乱しがち -陶堅姿話位中諮がへでF姿L禁く・ながき立前がっ綾てうきすてるのびにくい
の意 すい

-つかまり立ちが可巌、

それらのベースとして「姿勢に対する意識を高める」必

安があり， Iつかまり立ちとったい歩きを維持Jし f家
!定でもできることを考え尖E長できるようになるJことカt
欠かせず，時間の指導で目標として指導することが学部

全体で確認された。これが，生徒Aの II~I 立活動の 11寺 1M]

の指導Jの1::1標である。

( 3 )生徒Aの自立活動の授業の指導呂標

「自立活動の時間の指導jの自襟をふまえて授業担

当者が自立活動の;受業の指導目標を設定する。授業担当

者として時間の指導で行う指導の背景や関連を lij~H{!i にす

るために，授業に関わる現状分析を行った。姿勢・運動

回iの国難点と， 日常生活や学習場面で、見られる!翠難点の

1mにどのような関連があるかを監理した。方法は， K] 

法を参考にしたカード務担j去をn=Jいて整理した(図 2)。

疲れなどの自分の体調や学留姿勢の崩れに対して意識が

1lJ:かった。また，手を使って背を起こしたり顎を使って

身体のバランスをとったりしている様子が見られ，身体

立{立や歩行時に踏みしめちれない 学醤時などの姿勢力t崩れている

図2 自立活動の時間の指導者による生徒Aの現状分析図

慮 圃晴報提示のしかた

を支える力を保つための身体の動かし方の学習が必要で

あると考えた。さらに，気になったのは， とてもまじめ

な性絡にもかかわらず.身体の学習への注 I~I 度の低さで

あった。疲れや身体の動かしにくいところに気づき，緩

めや動きの学習を身に付け，学校や家庭において学習し

たことについて，内容を自らいかそうとする態度を身に

付ける必要性を感じた。

現状分析@から見えてきた様子をふまえて. 自立活動

の授業の指導目標を以下のように設定した。

生徒Aの自立活動の授業の指導呂標(年間)

①自分の体認や姿勢に気づき，学校や家庭において学

習した内容を主体的にいかそうとする。

②動かしにくいところの緩めや動きの学習をし，身体

を支える力を保つことが‘できる。

4. 指導内容と指導計画

( 1 )指導内容

自立活動の授業の指導目標は立てられたが，具体的な

指導内容を明確にするために，動作法の子どもの見方・

とらえ方を参考にして課題を整理した(図3)。

足首や股関節にかたさがあり，座位で肢が後傾する。

JJ要が後傾した状態で子会字などを行うと背ヰ1が丸くなる。

指が浮いたまま. JJ嬰が後傾し背中が丸くなり，左右のバ

ランスの速いも加わり右へ傾き身体を支える力が保ちに

くい状態が分析で、きた。このように動作課題を整理する

ことにより指導内容が明石主になった。

指導内容

①足首や爵など動かにくい部位を緩める

②あぐら産で腰や背中を動かす

③座位や立位で安定した姿勢を保つ

※動作法のモデルパターンやかかわり;から活用して指導

する。



86 動作訓練と行動発達

語体を支える力を保ち!こくしI

↑ 
動くとき酋・肩iζ力を入れる

/〆、、
臨で，}¥みしめ5れない 寸J

一一争

媛一一

図3 生徒Aの動作課題の整理

(2 )指導計画

指導内容がI~i らかになると.次はそれらをどのような

版番でいつ指導するか，指導計画を立てる必要がある。

作成した動作課題の整理(@3) を基に‘生従Aの指導

計illITを立てた(凶 4)。その際，宮崎ら(1998)の課題

設定を参考に，区iの下から基礎課題，中心課題，発展課

題の3段階で設定した。

鹿{立や立位姿勢で

護の方向{ζ正しい力を入れる学習

密4 課題関連図(指導計画)

これにより.足首を緩める学習を行っているときもそ

れを何のために行っているのか どの課題につながって

いるのかなど指導の根拠や指導の見通しがもて，指導の

重点化がしやすくなった。

5. かかわり方

( 1 )自立活動の時間の指導の授業における学習上の手

だてや配慮

上記の指導内容をもって指導自擦を達成させるために，

教師がどのように指導し評価するのか，また，教師が生

徒にどのようにかかわるのかなどを学習上の手だてや記

患として明らかにする。本実践における手だてと配患は

次の4点である。詳細iは (2)と(3 )で述べる。

①教闘が子どもの動きやその変化を細やかに評価するた

めに，緩めや動きの指導における段階性を設ける。

②子どもが自分の変化に気づき，主体的に学習に取り組

めるように自5評価の機会を設け，教師は子どもが、自

己評価しやすいようにかかわり方を工夫する。

③臥位姿勢ゃあぐら底など姿勢をとる時は，黒板や壁な

ど基準を設け，その基準を意識させて正対させるよう

に声かけをする。

③自立活動の授業で学留したことを学習場面や生活場面

で本人が主体的にいかせるように工夫する。

-行事や学習による疲れや姿勢の変容に気づけるよう

にかかわる。

-宿題を出して自分でできる身体の学習を学校や家庭

でも継続できるようにする。

( 2 )緩めや動きの学習における手だてと評価の段階性

生徒Aは， 自立活動の授業i十1に他の教fil¥iや生徒の話が

気になったり，足首の緩めの学濯を行っているときに反

対の腕iをもぞもぞ動かしていたりして学習課題に集中で

きない様子が見られた。生徒が身体の動きに注目できる

ように.教flinが子どもの動きやその変化を細やかに評価
する必要を感じた。そこで，緩めやIDjJきの指導における

段階牲を設けることにした(邸 5)。

触れる①触れちれることを受け入れ5れる
②触れ5れている所に注自し指導者に任ぜ5れる

緩め ③一緒!こ動かすことができる

④動かしにくい所{こ気づける

⑤動かしiζくい所に注自できる

⑥動かしにくい所が緩め5れる
⑦動かしにくい所の緩みに気づける

動き ⑧教師と一緒に正しい動かし方ができる

⑨自分で正しい勤きができる

一人で⑮自分で動かし!こくしl所を見つけ、緩められる

図5 緩めや動きの学習における手だてと評価の段搭性

子どもの動かしにくさや動きを指導者の手のひらで感

じとか学習課題となっている部位や方i札強さなどを

指導者の手のひらで伝えるといった動作法における子ど

もへのかかわり方(宮崎ら， 1998)を参照して，雨明IIの

段階牲を作成した。ベテランの指導者が指導中にごく自

然に行っている子どもとのかかわり方や評{illJの工夫を明

確化したといえる。

( 3 )子どもの気づきや主体性を引き出す工夫

生徒Aは疲れている様子が見られでも「疲れていないj

と話したり，学習中に姿勢が斜めになったまま学習を進

めたりするなど自分の体調や姿勢への気づきが薄く，身

体への意識を高めることを指導目標とした。 I主立活動の

授業を通してこのE襟を達成させるために，生徒Aの気

づきや主体性を引き出す工夫として以下の3}去を挙げた0

.自己評価を取り入れる。

-各授業の最初に基準となる決まった姿勢(あぐら座)
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表2 生徒Aの指導の経過

学習目標 主な学習内容 自立活動の授業の様子そコ学校・家庭での様子

1:11 I 1学期 I1学期 I1学WJ:普通小に比べ生活部で過ごしやすくなったことや中学部で

] い姿勢や身体の動き、そ|・あぐら gj~位での腰や背|の勉強の大変さを本人が話す。身長の伸びも著しく、座位姿勢で右

の変化に気づく。 I仁1:1、腕の動かし方を学習いこ傾き、前傾になる。 jJ要の痛みを訴える。授業の最初にあぐら座位

・身体各部位のりラク|前後で比較する。 Iで背筋をやわばして保持することが難しかった。仰向けで足首や般・

ゼーションや正しい動 1.JJ支や腰まわりのリラク 1JJ要まわりのりラクセーションや側臥位で肩や背中のリラクゼーショ

かし;方がわかる。 I-1:':ーションと正しい動か i ンができるようになり、それを最初のあぐら m~ と比べて「あーちが

-鹿{立姿勢が改善し安 iし方を練習する。 う!Jと実感できた。

í~する。 -肩や背 1=1=1のリラクゼー

シヨンと正しい動かし方 12学期:学校行事や定期テス川後に、断や疲れを気づけた。あ

2学期:1学期に |を学習する 0

.立位姿勢や歩行動作

が改善する。 lH:矧 1学期に
を加える。 -あぐら座位でのJl嬰や背

中の動かし方の練習

3学期 :2判明に同じ iを加える

ぐら@H立ですl要が動カミしベコ寸一くなり、 7寺;rJJを{IIIば'せるようになった。

自立活動の宿題(仰臥位姿勢で膝を曲げてJl支・股まわりを緩める)

を1:1¥し女合めた。

3 学 ~JJj :授業の前後で姿勢や動かしやすさに変化があることに気づ

き、自己評価できた。自分でできるケアの方法を増やし、家庭での

習慣化や学習場面でも自分の姿勢のjおれに気づき、直せるようにな

3学期 :2学期に|司じ |ることが課題である。

1:1コI1学期 I1学期 I1学期:授業の最初にあぐら座で「あ~先週より左のJl支がかたい!J 

2 1・自分の疲れや姿勢にトあぐらj主位で自分の姿;とあぐら!亙でどの部分がどうなのかを普段 (1週間前や良い状態の

ついて比較しながら呉 l勢の状態に気づく。 111寺)と比べて自己評価できるようになった。「今日はj肢がきついので、

体的な変化に気づき、 I .自分の身体の状態にあ IJJ支まわりを緩めてからあぐらになるj とその日の状態に合った身体

その原因や要因を考|った身体の学習の方法を i の学習を教1511î と一緒に考え、緩めやYlJJ きの学習を行う等 I~l 分の課題

え、身体の学習を行う i矢口り、教師と一緒に緩め|への意識が高まった。廊下で会うと「左の肩が痛しリ等普段から身

ことで自分の姿勢が変|や動きの学習を行う。 I体への意識が高まった。夏休みに宿題(腕上げ)を出す。

化したことに気づくこ I(股・ )J嬰まわりの弛緩、

とができ、自分でも身!首・肩まわりの弛緩、あ I2学期:一人でできる緩めや動きの学習(あぐら座でと体をひねる)

体のケアを行おうとす|ぐら庄での肢と背中の動 jを習得でき、家庭でも毎日実施できた。これをやれば自分の姿勢は

る意欲や態度を養う。 Iかし方の学習、立位姿勢|整うという自信がついた。寝つきが惑いことと技中に自が覚めてし

での踏みしめの練習)まうと悩みを訴える。様々な而(生活リズム、運動輩、心埋的面)

2学期:1学期に航 i 身体の学習の結果、自分;から検討する必要がある。
の姿勢やyt}Jきの変化を告

3学期 : 1学期|に航 | 己評古川。 I3 学邦期}上:この 1 i~刊扮のその州川川E日m伽川川5ヨ刊附川l川川川川のη州川1抄附jJ
.身体の学学:習を家j庭廷でも lる月股支関筒節iまわりの緩めと:動立U劫Jjきの学習を壱習j符得2し、家庭でも身体の学習

毎日実施する。 Iを行う習慣を身に付けた。身体への意識が高まり、授業中の姿勢の

崩れにも気づくようになった。授業の最初によい姿勢になることは

2学期:1学期iに同じ

3学期:]学期に同じ

習慣化した。自立で、の身体の動かし方の学習が学習11寺の姿勢改善に

つながることが今後の諜題である。 3学期は、!睡眠の悩みを話すこ

とがきっかけで、自立活動の授業1:1:1に気になっていること(進路、

受験勉強、友だち・家族関係)を話すというH寺[得を適宜設けた。
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になり，その自の姿勢について気づいたことを伝える 0

・学習の後に最初のあぐら座と比較して，前後の姿勢の

比較から，その変化に注呂させて学習の成果を確認す

る。

6. 結果

筆者は.生徒Aが中学部 1年， 2年の自立活動のl時間

の指導を担当し動作法のモデルパターンを活用して指

導した。授業後の記録や学期ごとの評価をもとに，学期

ごとの学習呂擦と主な学習内容， I~I 立活動の授業の様子

と学校・家庭での様子とを表2で示す。また，普段の授

業の様子を伝えるために，仁!コ学部2年の夏季休業中に実

施された当校「自立活動実践セミナ-2013 匝コースj

における公開授業の指導案を示す(表 3)。

仁1=11の1学期， I!寺!習の指導において授業の前後でモデ

ルパターンの動作の違いを比べるなど自己評価を取り入

れると，身体への意識が高まった。すると 2学期には.

日常生活での疲れや姿勢の崩れに気づくことができ， 自

己理解が進み， 自立活動の授業に主体的に取り組めるよ

うになった。家庭でも自己ケアの必要性を感じ，実施す

るようになった。中 2の1学期には，家庭での自己ケア

を実施したときとしないときとを比べて自己評価できる

ようになると，疲れや姿勢の崩れに改善が見られること

を本人が自覚しやすい様子が見られはじめた。 2学期に

はさらに，自分に自信をもち，授業中の姿勢の崩れにも

気づけるようになり， 自己理解が広がるとともに，家庭

での自己ケアを継続するなど自己管理力が高まった。

rl=1 2の 1学期のことである。教科の授業中に生徒Aが

もぞもぞしていると，教liijjは生徒Aがトイレに行きたい

と思って72をかけたというエピソードがあった。筆者は

職員室でその話を開いて， 自立活動の授業中も疲れや集

中しにくいときにもぞもぞする様子が見られたことや，

本人も授業の最初に「今日は何かもぞ、もぞして落ち着か

ないjということがu寺々あることを伝えた。職員室での

情報交換以後，教科の授業者は，そのような様子の時は

座り直しをf足すようになり，生徒Aも教師の声かけによ

り学習時の姿勢の崩れや疲れに気づくことができるきっ

かけとなった。

また，保護者からは 1千二11のl学期に f大人の指示で、

はなく，自分主体の進め方は初めてで戸惑ったと思いま

す。少しずつでしょうが， 自分の体と向き合い，気づき

行動できるよう願っています。」とあった。 中2の1学

期には「自立のi時間はゆったりした時間の中，体の不都

合が先生と一緒に解決でき，気分もたいぶ落ち着くよう

です。本人にとって貴重な時間のようで，家でも自分で

できることを頑張っていますJ2学期には「あぐら座に
なった時の自分の状態がどうなのか理解できるようにな

ったと本人が嬉しそうに報告してくれました。Jと本人
の変化や家庭での様子を的確に伝えてくれた。

7. 成果と今後の課題

ここでは事例をもとに，当校の11~1 別の指導計闘をふま

えた中学部の自立活動の11寺間の指導について成巣と今後

の課題を述べる。

( 1 )自立活動の時間の指導における指導目標は儒別の

指導計画でおさえる

当校では.r自立活動のIJ寺1M]の指導jにおける目襟は
学部全体で設定され，それをふまえて時間の指導の授業

担当者が，指導目標を設定した。 目標系列をおさえたこ

とにより，それぞれの役割が明確になり，学部教員!日jで

生徒Aの諜題を共有しやすくなり，時間の指導と各教科

等の指導をつなげやすい環境が整ったといえる。 1ヨ標を

学部でおさえ，共有しているからこそ，普段の職員室ーな

どでの会話が単なる雑談で終わらず，個別の指導計画の

システムとして機能を果し， 日常的にP-D-C-Aの
サイクルを可能にしている。今後は. 11~1 日 IJ の指導計画の

中核となる部分や各教科等の指導においてどのように評

価・改菩=されたかを視点にした事例の報告が望まれる。

(2 )自己評価により， 自己理解と岳己管理力力ず高まる

本事例を振り返ったとき，自立活動の授業において，

生徒Aは自分の身体や姿勢，及び学習後のそれらの変化

について自己評価できるようになってから. I~I 己理解が

促進し主体的に I~I 己管理力を高められた。これらには，

動作法のモデルパターンを活用して，動作法における子

どもへのかかわり方を工夫することが大きく作用してい

たと推察される(宮崎ら， 1998)。

筆者は， 20余年小学部で学級担任をし校内研究グル

ープにて動作法の研究・局1:11針こ携わってきた。王子成23年

度より中学部の I~I 立活動専科となり，主に仁!こi高生の自立

活動の時間の指導を担当することになった。

中高生の現状は， rテストや行事で疲労しているJr進
路や人間関係で悩んでいるJrJJ要や苦肩まわりにこりが

あり，痛みを感じている生徒も多い」などの様子が克ら

れた。しかし「疲れや学習姿勢の崩れなどに気づいて

いないJr日常的な自己ケアの方法を身につけていな
いJなど自己理解や自己管組にも課題が見られた。
また， Iヨ本Jj活性麻癖の外科研究会 (2010)は，卒業後

には進学や就職により PTなどの訓練機会も減少し身体

ケアへの希薄な時期を迎え，身体機能低下に気づきにく

い特徴もあいまって. 30代， 40代から主に首肩の痛みが

生じ，身体状態が就労状態にも影響することなどを指摘

している。

中高生の自立活動の指導において， 自己理解力と自己

管理li力を高める必要性が硲認された。
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授業者:村主 光子

本校中学部 2年自立活動の時間の指導について

同 県 ・夏休み中の姿勢の変化に気づいたり、学習後の姿勢の変化やその成果に気づいたりすることができる。

. }青やJJ些まわりを緩め、 j主位姿勢で、j法iや背中のU11JかしJYを学習し、身体を支える力を保つことができる。

点制Ij規準 ・今日の身体の掠 j亡や授業における学習成果について、姿勢や動きの変容に気づいて伝えられる。

-必jかしにくいところに気づいて その部位を緩めることができる。

-誌な方向に力を入れて身体を支える力を保てる。

学習内容 F.;I~ {ll!j基準

導ー 0あいさつ(全員) -あぐら座で 1学期と比較しながら今日の姿勢について|

0今 nの姿勢に気づく。 伝えられる。
人 o I~! 立活動の宿泊Aの確認、
司ー-------恒由由冒冒----田ー幽白』司曹司ー骨量ー巴ー四四咽--ーーー------ー骨圃ーーーー---ー『百世田由巳ー-ー一『ー由時ーー』ーーーー司干世--唱曲世------------ーー時四骨量由白血 戸'ー--帯四ーー--“】-ーー戸時四日目出品目---串E世田由昌也ー四台甲田ー四ーー由時同--四回世田』ーー世』早田ーーーーー----田】四回目---申再幅四】ー岨ー--_-圃幅四四ー』ーー---ー--

10 0体制や姿勢の1i'{i1認(個別) -あくら gÎ~ で脱った感じゃ11要や肢の状態を呉体的に伝え

ノノJ O~学習内容の臨認と{彦 lE られる

j昆 0 足首を弛め、 j投や11要の位置を整える -動かしにくさに気づいて足首の力を抜くことができる。
iJ丹 . fC1l1臥{立でJl支や艇が症な状態を作りながら、足首をiJ11げたり
① 111ばしたりする方向に動かす。
緩

司ー----ー一司自田島』曲岨色白血岨色白骨四ーーーー--早世世ー--ー世間自由ーーーーーーーー一一ーー-----・・---骨司自ーーーー一一一一一戸市田町一ーーー』ー---】田ー』山一』司・--ーー曲
01jL，Jの11Jiげ1111ばしをして、 !I生や11要を緩める -腕lをIJJiげた11寺に股関節に入る力を自分で妓ける。

ゲ〉 . 1(1JI:州立で!l却を，jl，げたり flllばしたりして、!I支や般に入る力を -教員の示す方向の援助を受けて Jll~J をまっすぐにのばす
Uコ J友く。 力を入れられる。
仕t・
-夏休みの宿題の雑誌をする

二1j三fl 曲ー曲--ー田ーー---曹田圃----曲四--守----ーー-・4ー---ー』ー・--曲目ー日ーーーー・ー戸田#四ーーーー--戸時四--ーーー-ーーー---ー』ーーー『喝事再戸--一一『ー----ーーー直也----岨 副司自ー甲骨世白血一ー『再---・------世直-_--岡町由---曲--一時四----ーー『ー『四--】ー“自白幽圃白---品世田------島町--帽四四ー』白色直ー一一一---------一日『申官ー
OJ腕を Lげて肩を緩める -動かしにくさに気づいて肩に入る力を抜ける。

15 
. {fll r:州立で))売をゆっくり jE1:1コ背に沿って上げていき肩の力を5) 、
J友く。

-夏休みの宿題の確認をする

j喪 0あぐらj主位での艇の[VJかし方の学習 • J肢を前後に動かすことができ、背中をfljlばす力が入れ

I}~ ①上体を起こした姿勢で肢を前後に動かす。 られる。

②前崩して背中を起こしてくる。 • J青や背中をj支る力を入れずに背中を起こせる。

② 
0学習内容の成果と修正 -最初に挙げた課題の解決状況を伝えられる

{吏
. 1喪中DJのあぐらHKと1:ヒ較して学習r&果を{位認する

同宇田胃ーー『司四---ー四四一一同日---目--一四回目ー由E同日目白--ーーーーー一ー『早明明世』一一ー』ー--明暗ーー』ー由』一戸田司--世田昌早田』ーー-----_冊目由】自由自晶由曲ー
0精子 j主位でJI1~J でしっかり踏みしめ、一|二体を保持する綜習 . ;E裏全体で、踏みしめる力を入れられる

し¥
①お況を少しずつ動かして重心をi'JIjに移動させる -背1:1:1を使って起せる。

ブ7 ②上体を起こして保持する
σ〉 ③肢を前後に動かす
法1王-・ @背1'1]を起こしたまま、重心を前に移動し、踏みしめるーーー『皿ー--幽品』罰百ーー自由ー---司自明】曲一唱曲目ーー-------_戸弔』四ーーーー曲目--再由時巴』同日時四叫ー晶画畠』再申軸---世田---回世田M戸ー田由一四国世田白骨弔--田崎直』ー 山岨ーー匹目司--陸--ーー『司自由巴早』一時『世且』押回世』ーー『ー日自由ー---甲南ー自由』巴---ーー--骨冊目ーーー一一世田園ー-----自由時一ー』由開司---回目--曲目品目--同ーー恒町
{rl 0立{立安勢で IIJ~I でしっかり踏みしめ、上体を保持する練習 -立(立でj青やJl句まわりでなく、 JI生関節を前にi上iす方向に

17 ①椅子に1m:り、立ら!こがる 力を入れられる。

ノノヨ¥ 
②膝を山げたり、 fHIばしたりする -首を{克って背中をのばす力を入れられる。

②Jl奈をイ111ばしたときに背中や1首をまっすぐにする -教f:iliの絹f1めを少なくして 10秒間立位を保つことができ
@立{立姿勢を保つ力を入れて立つ る。

ま 。学習の仮り返り -最初jにあげた I~I 分の諜j芭が、学習した後にどう変化し
と -今日の授業を振り返り感想をいう たかを話せる。
め 0終わりのあいさつ
3 

分|

※学習内容は多く設定しているが、大きなまとまりとして「状態の確認Ji緩めの学習 I i使い方の学習Jがあり、その1=1の生徒

の体制等により、指導の内容を減らしたり、 )1出番を変更したりして指導する場合がある。
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ll. 動作法を活用した自立活動の指導の実践V

-PDCAサイクルに基づいた指導の改善一
松本美穂子・村主光子

1 .はじめに

特別支援学校教育要領・学習指導要領では， 自立活動

の指導に当たって，倍々の生徒について，障害の状態，

発達や経験の程度，興味・関心，生活や学習環境などの

実態を的V'{iiに把握し実態把握に基づいて指導の目標を

設定して.それらを達成するために必要な指導内容を段

階的に取り上げることが求められている(文部科学省，

2009)。しかし実際の指導に当たる指導者の中には

自立活動の指導について「適切な課題設定の方法がわか

らないJI自立活動の時間の指導と個別の指導計画， El 
常生活の指導とどうつなげたらよいかjといった悩みや

課題意識を持っていることが指摘されている(田丸

2009)。

自立活動の指導に限らず，指導実践は生徒の的確な実

態把握に基づいて指導目標・内容を設定し実際に指導

を行ってその結果を評価し，結果をふまえて再度実態を

とらえ痘し指導計画の改善をはかっていく，という流

れで行われる。このような，計画 (Plan) 一実践 (Do)

-評価 (Check) -改善 (Action) のPDCAの過程を

繰り返しながら指導は進められる。

本報告では，姿勢のくずれやすさがある生徒に対して，

身体の動きの様子から子どもの問題状況を見とり課題を

抽出する動作法の見方・考え方を活用して， PDCAの

サイクルに基づいて自立活動のIf寺1111の指導を実践するこ

とで.生徒の実態に合わせた指導の改善のあり方を検討

するD 指導者が生徒の状況をどのようにとらえ，指導を

組み立て，改善していったかを仁1=1学部の生徒の事例で、報

告する口

2. 対象生徒について

対象生徒は本校中学部に在籍するJj活性まひの女子生徒

である(以下，生徒Aとする)。準ずる教育謀殺で学習

を行っている。移動は手動車いすで、自走しており，食事

動作やトイレやいすへの乗り移り動作は自立している。

上肢の障害は学習や生活上で、大きな支障になる程度では

ないが，上肢を使っていると姿勢がくずれやすくなる。

生徒Aの生活上の様子についての情報を，学級担任を

中心とした中学部の複数の教員によるケース会で、現状把

握留を作成して整理した。生徒Aは，つかまり立ちなど

日常生活で必要な動作の自立度は高いものの， 自分の身

体の疲れや姿勢に対する意識が低く，姿勢がくす、れたま

まで、活動をしてしまうために)J要などに痛みが出ることも

あった。そのため， 自分の身体を ~illJにして周囲の状況や

外界の情報を効果的にとらえることが難しく芝それが学

習碕でのつまずきやせ人間関係において消極的になりやす

いことにつながっていると考えられた。生徒Aは負けず

嫌いな性格で.集団のリーダーなどいろいろなことにチ

ャレンジしたいという思いを持っている一方で，身体面，

認知国，人間関係での諜題があるため， 自分が思うよう

に活動できずイライラしたり心理的に不安定になったり

する様子も多く見られていた。

以上のような情報を整理し設定された生徒Aの個別

の指導計画における指導の目標，手だて・配慮， 自立活

動のIf寺rMiの指導における自襟は 1-1 動作法を活用した

I~I 立活動の指導の実践N-it一切Ijの指導計画をふまえた中

学部における自立活動の時間の指導の実践事例ー」の表

1にまそされている。

3. 自立活動の時間の指導

( 1 )指導計画の作成 (Plan) [中学2年 1学期i
表1に表されているように生徒の実態と指導の方向性

をもとに学級担任が設定した自立活動の時間の指導にお

ける呂標は以下のとおりである。

自立活動のn寺11Jjの指導の目

-姿勢に対する意識を高める。

・つかまり立ちとったい歩きを維持する。

-家庭でもできることを考え実践できるようになる。

以上の自立活動の説j習を，選 21自の 11寺~，IJ を mlli に学校生

活全体を通して指導を進めることとした。指導期間は平

成25!t'1三4月から平成26年7月であった。筆者は生徒Aの

1=1=1学部2年及び3年If寺に，週 21時間の11寺IfjJの指導のうち

1時間を担当した。

学級担任が設定した I~I 立活動の時 i習の指導の I~I 標にも

とづいて，担当する時間の指導における指導計画を作成

した。

指導目標や内容を設定するために，生徒Aの身体や姿

勢の様子についての実態をより詳細に把議することとし

た。そこで，動作法のモデルパターンに基づき姿勢の特

徴を観察したり，直接身体に触れて身体部位の緊張や身

体の動かし方を観察したりしてその様子をカードに書き

表し， K] 1:去を参考にしたカード整理法を用いて生徒A

の身体面の実態に関する課題の関連'性を整理し実態把

握I~I に表した。

生徒Aが中学部2年の 1学期i時に作成した実態把握j玄i

が国 Iである。生徒Aは，左股関節やJj要にかたさがある

ため，あぐら座でJJ要が後傾し背中が丸まり左に傾きやす

く，肩や背中がかたくなりやすいと考えた。また立位で

も腰が後方に51けて，腕iで踏みしめて安定して立つこと

が難しい様子が見られた。また，身体のかたさや疲れに

対する意識は高まってきてはいたものの，家庭などで自

主的に身体のケアをするには至っていなかった。このよ

うな実態から，腰や股関節などの身体各部位のかたさを

ゆるめると，座位でJJ要を起こし背中を伸ばしやすくなっ

たり，立位でも腰を使って安定した姿勢をとったりする

ことができるようになるのではないか， という指導仮説

を立て，以下のような指導目標及び内容を設定した。
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目標

・身体各部{立をゆるめ，安定した肱位姿勢をとることが

できるようにする

• ¥#1分の体調や姿勢への意識を高め.身体の学習をする

ことで姿勢が変化することに気づき， 自分でも身体の

ケアを行うことができるようにする

. I~I 分の{本調や姿勢のj菜子について硲し. f云える

・身体各部(立のリラクセーション

-あぐら座で腰や股関節，背中の動きを練習し，おしり

で踏みしめて座る

-立位での踏みしめの練習

-家庭でできるリラク七一ションの方法を確認する

函1 生徒Aの実態把握図(中学部2年1学期作成)

( 2 )指導の経過と評価 (Do-Check)[中学2年 1"-'3

学期}

生徒Aが中学部2il三時の 1年1M]は. 毎日寺のn寺問の指導

で，最初にあくら座{立をとって姿勢の様子を本人と指導

者が雑誌し安定した姿勢をとるために必要だと忠われ

る身体各部位 (JJ要，股関節，肩，足首など)のゆるめや

動かし方の綜習を行い，最後に再度あぐらや立位をと

って身体の動きや姿勢のとり方の変化を本人と指導者で

許制する， という展開で行った。

JJ要やJJ文総iiIJ，足首などのリラク七一ションを行うと，

あぐら座で後傾している肢を起こす動きがしやすくなっ

たo JJ嬰を起こした:1犬態になると，背1=1=1を直の方向にのば

すffiJJきができるようになり，円背の姿勢が改善できるよ

うになっていった。

また，姿勢や体調の様子を I~I 分で維認したり授業の前

後での姿勢の変化を自分で評価する活動を繰り返したり

することで， i左の股関節がかたいJi今13は腰が動きに
くい」など I~I 分の身体の特徴やその日の体調や身体の様

子が自分で分かり伝えられるようになった。また. iJJ支

likli!ll'jをゆるめるとあぐら座でまっすぐに座れるようにな

る」といったように，身{本の学習をすることで自分の身

f本や姿勢をとった感じが変化することを生徒 I~[ 身が実感

することができたため，家庭や学校の休みi時間に股関節

のリラクセーションなどの I~I 己ケアを行えるようになっ

た。

このように時!誌の指導のおいては自分の身体の状態や

姿勢への意識が高まり， リラクゼーションや腰や背仁1=1の

動きが上達し座{立が改善する子が見られるようになっ

た。しかし一方で¥ 臼常生活の仁1:1で学習時なとコニ肢を使

った活動をしている場面を観察すると，左側に傾きやす

く背中が丸くなり前傾する様子にあまり改善は見られな

かった。また • JJ嬰や)投関長iJなどのかたさをゆるめ，動き

ができるようになると，立位でもJj要を使って安定した姿

勢をとることができるようになるという仮説を立ててい

たが，立位でiJlけているj援を前に出す動きはやはり難し

く，立位で安定した姿勢をとる練習を行うことに指導者

も訪日芭を!惑じるようになった。仁1=1学者1)2 寺の 1年間の

指導j羽田jを経て， このように学習姿勢と立位姿勢に関し

て新たな課題がi明らかになっていった。

(3 )実態把握と指導計画の見直し (Action-Plan) [中

学3年 1学期1
1 i=1三日jの指導期間を経て生徒Aはi千二l学部 3{!三に進級し

筆者が引き続き生徒Aの時11:¥Jの指導を担当することにな

った。前年度の指導で生徒Aの実態把握から課題設定

( I~ 襟・内容の設定)，指導，評価を行った結果，指導の

成果が表れた一方で生徒Aの指導に新たな課題が見出さ

れた。そこで生徒Aの実態把握を見i宜し指導計画を改

善することとした。

実態把握の見直しは 1~ll の実態把握図を活用して行っ

た。 1~ll の中に記述がある身体各部位のかたきゃあぐら

座位の姿勢の取り方については改善が見られたので¥記

述を修正した。さらに，立位姿勢や学習姿勢については.

姿勢の様子や動かし方の特徴をあらためて観察しより

詳細な情報を加筆した。作成し直した実態把握I~I を図 2

に示す。

生徒Aの立位姿勢の様子を再度詳細に観察すると， )jt~j 

;護休のかたさ{ζ気ブきやすくなり、級協鐙や腐のゆるめな
jどを自分で行っており、ゆるみやすくなった

図2 生徒Aの実態把謹図(中学部3年1学期作成)
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に力を入れて踏みしめて立つことができず. 11嬰や股関節

まわりや肩まわりに全体的に力を入れている様子が見ら

れた。ひざを伸ばす力を入れるように指示をすると自分

で力を入れてひざを伸ばすことができるが，ひざをのば

したまま後方に51けている肢を前に出す動きをすること

は難しかった。)J嬰を前に出す動き治宝しにくいので， 12f中

を丸くし肩まわりに力を入れて姿勢を保持しようとして

いると考えられた。また，股関節のかたさのために左)聞

が内旋しており左足の内側に体重がかかり足裏全体で、体

重を支えられていないため.体が右に'(rIJれやすい様子が

見られた。これらの様子から，生徒Aは立位姿勢におい

て足首・ひざ・股関節・腰といった身体各部{立を連動し

て動かすことが苦手であり，そのことが，立{立が安定し

にくい原因であると考えられた。

学習姿勢の様子もあらためて観察すると，学習11寺に足

裏の一部が床面から浮いているのでJ二体が不安定になり

やすし腰が後傾しているために円背になっている枝子

が見られた。このような学習姿勢を改善するためには，

足首を使って足裏を床面につけ，股関節を曲げて腰を起

こして座り背中を仲ばす動きが必要になるが，生徒Aは

立位姿勢の様子からわかるように複数の身体部位を連動

して動かすことを習得していないため，学習時の姿勢を

自分で整えることがしにくいのではないかと考えた。

以上の追記された情報から，いくつかの身体部位を河

H寺に使ったり別々に動かしたりする練習や.各部位の動

きを調整してバランスをとる練習をすれば，立位でひざ

や)J生前をのばし足裏で踏みしめて安定して立つことがで

き，学習姿勢を改善する動きや身体の使い方へもつなが

るのではないかという指導仮説を立てた。この仮説に基

づき以下のような指導目標及び内容を設定した。

φ指導目標

・身体各部位のゆるめや動かし方の学習をし安定した

座位姿勢や立位姿勢をとることができるようにする

-自分の体誠や姿勢への意識を高め，家庭や学校の生活

の中で，学習したことを生かすことができるようにす

る

φ指導内容

・心身の疲れや姿勢のようすについて維認する

.身体各部位のリラクセーションと動きの練習

-立位姿勢で腰や股関節の動きを練習し直の方向に体

を支える力を入れる

・立位姿勢で前後左右に重心移動をして，足裏で踏みし

めて姿勢を支持する

・家庭や学校生活でできる身体のケアや姿勢の直し方に

ついて雑認する

(4 )指導の経過と評価 (Do-Check)[中学3年 1学期]

上記の指導計画に基づいて 1学期の指導実践を行った。

毎時の授業では，立位姿勢で学習の前後を比較すること

で，姿勢の状態に気づいたり， どうすれば姿勢が安定す

るのか考えたりするような活動を取り入れた。また，身

体各部{立をゆるめるとともに，正しい使い方を学習させ，

立{立姿勢をとったときも.足苔，ひさ )J交関節と腰を意

識して動かす使い方を学習するように展開した。

足首や股関節のゆるめや動かし方の学習を行うと，立

{立をとったときに適切な部位に力を入れて直の方向に姿

勢を保とうとする動きがしやすくなった。また，足首が

ゆるんで足裏で踏みしめられると姿勢が安定しやすいこ

とや肢の位置を調節するとバランスがとりやすいことを

本人が分かるようになか足首，ひざ. )J裂など複数の部

位に意識を向けて動かすことが上達して立位が安定する

ようになり，支えなしで、立っていられる時間が少しずつ

長くなっていった。このような取り組みを行っていくの

に伴って，学習姿勢についても，変化が見られるように

なった。生徒Aが自分で後{頃したJJ要を起こして背rl:Jをの

は、して座る， といったような様子が見られるようになっ

た。生徒Aに対して姿勢を産すときに気をつけているこ

とをたずねると. i足をつける，おしりをしっかり入れ

る，背中をのばす」という答えがあり，姿勢をi査すとき

の複数の身体部位を使った姿勢のとり方を本人が意織す

ることができていることがうかがえた。これは. I~I 立活

動の時間の指導の中で，身体の複数の部位を連動して動

かして姿勢を整えることを諜越として学習したことが生

かされたのではないかと考えられる。

4. 指導を振り返って

自立活動の時間の指導を組み立てるにあたっては， ま

ず生徒の的確な実態把握と諜題設定，そしてそれに基づ

く指導計画の作成(指導百標・内容の設定)が必要であ

る。筆者は，生徒Aの自立活動の11寺111]の指導を計画し実

施するにあたって，動作法の見方・考え方を活用して動

きや姿勢の様子から子どもの実態をとらえ ~~U還の関連

性を整理することで、抽出した中心13~ な諜題に基づし k て指

導 I~ 擦とその達成のために必要な指導内容を設定するこ

とができた。

作成した指導計画に基づいて 1年間指導を実践した結

果，生徒の姿勢や動きに改善が見られた一方で. i時間

の指導で学習したことが日常生活に結びついていないj

「次にどのような呂椋・内容を設定したらよいか」とい

った迷いが指導者に生じた。その際，再度生徒の実態把

握に立ち戻り，実態のとらえ産しをすることで新たな課

題と指導仮説を見いだすことができた。そして，指導仮

説に基づいて指導計画の見直しを行ったことで，指導の

経過の中で変化していった生徒の実態に応じて指導を改

善させていくことができた。この一連の指導の流れは

PDCAサイクルに基づいており，特に評価 (Check)の

内容を実態把握と指導計画の見直し (Action)につなげ

たことが，指導の改善のために重要であったと考える。
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m.地域における親子訓練会に関する研究 I
一動作法親子訪日練会のニーズの整理一

杉林寛仁・田丸秋穂・高橋佳菜子

1 .問題と目的

インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援

教育の推進に伴い，地域における障害を持つ子どもへの

支援活動も活発になっている。動イ/[==1去による親子訓練会

は，保護者が子どもに対して動作訓練を行い，子どもの

動きの変化や子どもの努力の仕方を理解し関わりを深

めていくことを自的としこれまでも継続的に活動が行

われてきている。今!ヨまで全国各地で殺の会が結成され，

親子訓練による蹄害?と・者の動作発達・行動発達の支援

と，研究者や教員等を中心とするトレーナーの明修機能

を担ってきた経過がある。こうした中で，宮崎(1991)

は親子訓練会の諸問題の整理と改善の試みの仁1:)で，乳幼

児段階及び高等部卒業以降のアプローチの必要性につい

て指摘している。

現在，動作法の適用範聞の広がりから，全国にある親

子訓練会は，障害の種類だけでなく，年代も乳幼児から

成人までより一層幅広い参加者で構成されている現状が

ある。本研究グループで支援する親子訓練会においても，

構成メンバーは，就学前の幼児を始め，学i給児，高校生，

大学生，卒後の30代後半となる本人たちとその保護者で

ある。現在は20籾程度で、運営しており，高等部，高等部

卒業後の参加者も増え，参加目的も多様化している。実

行動i).j護綴]商の改警

身体の変化・痛みに対するケアをしたい

i祭に親子訓練会に参加している保護者からは，就学前の

子どもに対する関わり方や今後の見通しについての相談，

卒後の身体の状態や介助の難しさに関する心配やケアの

方法に関する相談も増え，ニーズ、の多様化への対応が求

められている。

こうした状況をふまえ，幅広い年齢層の構成へと変化

してきた親子訓練会に対し再度親子訓練会のニーズを

整理しニーズに応じた支援へ改善していく必要がある

と考える。

本研究は，親子訓練会に参加する保護者のニーズを整

理することを目的とする。また，ニーズを整理した上で、

親子訓練会における今iヨ的課題に対する改善方法の検討-

につながる示唆を得たい。

2. 方法

資料の対象:本研究グループが支援している親子訓練

会において，平成24年度. 25年度に実施した保護者研修

会の際に出されたニーズ(意見・感想を含める)を基礎

資料としたD 保護者から出されたニーズを一つの内容に

対し一つのカードに記載した。

記載したカードは K]法を参考にして図式化した。そ

れをもとに，親子訓練会で保護者が抱えるニーズについ

て整理した。

3. 結果と考察

( 1 )保護者のニーズの整理

保護者から出されたニーズをカード化した結果，記載

したカードは合計45枚であった。カードは大きく 5つの

まとまりに整理した(図 1)。

整理したまとまりのうち. I行動・運動面の改善JI一
緒にできる親子訓練を身につけることJI動作法につい
ての理解を深めることJI定期的に子どもの状態をチェ
ックすることJの4つについては宮崎(1991)の先行研
究で出された保護者が抱える諸問題と重なる点が多かっ

家で一緒にできる訓練を生日り
たい、身に付けたい

続子飢餓会で学んだこと
を持ち帰って家でできる
ことをへ勺るようしている

綬の「拘わりでも本人が
カをJ正し、たりできるよう
になっている

定期的に子どもの状態をチェッ

クしてもらったり.自分でするた
めの知識を得たりしたい

今後の子どもの変化や生活・学校のことに
ついて情報を得たい

図 1 親子訓練会において保護者から出されたニーズ(見出しと主な項目のみ)
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た。

保護者から最も多く，I:Uされた項目として，子どもの行

動11Wや動作の改善・身体状況の悪化の予!坊に関するニー

ズがあげられる。 PTやOTなどの医療機関には通って

いるが.1ITf数が少ない.手術を避けたい，家や学校で人

とのコミュニケーションの力をイ'1'ばしたいという思いを

もっている。子どもの年齢層でみると，就学前及び小学

生の子どもをもっ保護者からは，行部jや生活動作の改善

についてのニーズが多く出され，子どもが1:1=1高生，成人

である保護者からは，子どもの成長に伴って現れてくる

側奇や変形，痛みなとマへの心配や対応方法について多く

挙げられた。また.少数ではあるが， 自分の状態や支援

の方法を伝えたり臼常1'1ヲに gl分でケアしたりできる方法

を身に付けさせたいというニーズもあがった。

これらに関連したまとまりとして. I家で一緒にでき

る訓練を知りたい.身に付けたいJI定期的に子どもの
状態をチェックしてもらったり.自分でチェックするた

めの知識を得たりしたしづなどがあげられた。ここには，

親子という関係や家庭という環境の中だからこそ訓練が

進みにくい現状や動作訓練の技法実施や習得に関する問

題，成果に対ーする実!惑をどうもてるかが語られていた。

一方で，親子訓練を続けていく iヤで、訓練や生活の'1=1で子

どもの変化が感じ取れるようになったり，二jこどもが主体

的に訓練に取り組む姿を見たりして[動作法について理

角干したい，関わりにいかしたいjという!感想も認められ

たO このまとまりについては，おおよそ子どもの年齢に

関わらず同様の感想が保護者からあがった。ただし，子

どもが}主人の場合，子どもの体格，保護者の体力低下で

なかなか親子訓練が難しくなっているため.訪11棟会で支

援者の援助を受けて訓練ができることを期待して参加し

ているという感想もあがっている。

また， I今後の子どもの変化や生活・学校のことにつ
いて情報を得たい」というまとまりには，就学前や小学

生の子どもをもっ保護者は，先輩の保護者から今後の子

どもの成長や卒後の生活，福祉に関する情報が得られた

り.共に'1'1当みや喜び、を共有で、きる{ljllT耳がいる心強さを感

じたりすることから参加しているという背景があった。

中高生の子どもをもっ保護者についても同様の感想が認

められたが，成人の子どもをもっ保護者については，進

路先での生活や!話回の関わりに関する心配や悩み， 自分

が関われなくなった場合の子どもの心配などを相談する

場として大切にしたいなどの感想の他，保護者自身が訓

練会のニーズを意識して積極的に情報提供をしていきた

いという感想があがったD

保護者の親子訓練会に対するニーズは親子言!日:束会参加

者の構成が学齢期を中心とした時の状況と大きく異なる

ものではなかった。しかし子どもの年齢層によってそ

の内容は大きく異なか参加年齢層の広がりによってニ

ーズも多様化していると言える。またこれは就学前から

卒業後と成長に伴いニーズが変化していくことを示して

いる。

動作法の理解や指導技法の i二述が親子部糾においても

重要であるが.様々な年齢の子どもそれぞれの課題と関

わる保護者のjよい¥をニーズの変化に応じて，継続的に支

援していく必要があると考える。

保護者同士の情報交換の場については.保護者間士で、

:支え合って生きていくために，意図的にj坊や11寺1M']を工夫

していく必要がある。

(2 )親子訓練会の支援に対する改善方針

( 1 )で整理した保護者が抱えるニーズに対し親子

司11綜の 1~11~1守をふまえた支援という観点から以下の支援の

改善方針を控耳目した。

①動fl::Y去の耳ItW(:を促す工夫

②親子訓料iを効果的に進めるための工夫

③継続的な支援の工夫

④保護者同士の情報交換のj誌をいかす-iijf修

4. 今後の諜題

本稿では，親子訓練会の構成の変化に伴うニーズの多

様化に対応していく必要があるという視点から，親子訓

練会で保護者が抱えるニーズについて整理し改善の方

向性を整理した。また，現在整J]lした方針に沿って取り

組みを始めているところである。①~③に関する取り組

みについては，次項で述べることとする。

今後はさらに経過を追っていくとともに，参加者の年

指令討与成ごとのニーズ主主型Ilをさらに細かくう子相?しながら，

改善の試みを行っていく必要がある。さらに，研究者，

教員等を始めとする支援者(トレーナー)の研修機能と

いう視点も加えていく必要があると考える。

また，現在の親子訓練会参加者には，ヘルパーを同伴

しての参加や本人のみの参加も少数ではあるがみられる。

本人の成長を支える地域資源として，就学前から子ども

自身の成長に応じた参加を支えていくという視点は，現

在教育現場において注屈されているキャリア教育にも通

じるものである。

最後に，本人と保護者が主体的に課題に向き合い，互

いの理解を深めながら豊かな生活を作り上げていく支援

は，学校現場における子ども・保護者と教員との関わり

にも通じるものがあると考える。
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N. 地域における親子訓練会に関する研究E
一親子訓練会における練習カードの活用-

田丸秋穂・杉林寛仁・高橋佳菜子

1 . 自的

前稿の親子訓練を活性化するための改善方針をふまえ，

親子訓練を効果的に進めるための工夫を試みた。保護者

から出されたニーズの中には，家庭で子どもと一緒にで

きる訓練を身につけたいという希望も挙げられている。

しかし.親子~JIは:京会に参加している保護者にとって，保

護者が動作法の指導技術をどのように体得するかは，以

前から大きな訪日選となることが指J市されている(宮111奇

1991)。そのために， これまでも様々な取り組みが行わ

れてきた。

例えば，親子訓練会の中で保護者研修の!時間を設け，

保護者どうしで動作法を体験したり，家庭で継続するた

めの工夫などを情報交換しあったりすることなどである。

親子訓練を続けていく中で，徐々に訓練や生活のなかで

どもの変化を感じ}良れるようになったり，子どもが主

イ本1'JI0に訓練に取り組む姿が見られるようになったりする

ことが，取り組みへの意欲にもつながっていることも語

られていた。指導技術を身につけるまでには，相応の11寺

1M]や努力が必要である。その仁I~l で保護者と本人が少しず

つ手ごたえを感じながら続けられるよう，訓練の進め方

に対ーする適切なアドバイスや伝える工夫が求められる。

極量長:庁長;改正""科目!
目標:躍に入った力を抜きましょう。

力が抜けた手ざわりを碍認しましょう。

。準備:横向きになって寝る(写真 1)。

①膝を曲Lたまま寝る五お涼五で¥ムトハ
②膝を伸ばして寝る トが楽な姿勢でOK~ 

@リラックス:j言と腰に手をあててもらし 腰まわりの

力を抜く(写真 2)。

写真1

①お母さんの触れてし1る所がじわっと温かく

感じるまで待つ。

②じわっと温かく感じたら、お母さんの手を

ゆっくり戻す。

頭、膝のクッションが必要かどうか、
考える

写真2
緩と肩に手を較くあてる

本稿では.その工夫のーっとして，家庭で利用しやす

い訓練用のカード(線官カード)を作成し実践を行っ

た事例について報告する。

2. 方法

( 1 )対象 (8さん)

・仁|寸~部 3 年生 参加 1}I~M3から約半年継続している。本

練習カードを使用したのは，平成25年 8 月 ~10月であ

った。

-保護者，本人の参加の目的:家庭でできる取り組みを

知り，家庭で継続したい。

-保護者のニーズ:療育機関で行うリハビリ以外に家庭

でできる取り組みを知りたし 1。家庭で行う場合に，何

を手がかりにどのように進めていったらよいかが， ま

だわからない。

-本人のニーズ:自分の身イ~~のかたさを感じたり身体に

痛みを感じたりすることがある。身体を動かすと少し

楽になることが分かつている。家でも母に手伝っても

らいながら身体を動かしたい。

( 2 )練習力一ドの作成

①練習カード作成の方針

Bさんの場合，保護者と本人のJJi:l犬のニーズから， ま

ずは保護者が子どもと関わる!祭の手がかりになる「手ざ

わり」を子どもの動きとともに体感することが必要と考

えられた。そのため，子どもには，身体に入った力を保

護者の援助を受けながらリラックスさせること，保護者

には，子どもの身体がリラックスした 11寺の「手ざわり」

o ぞ;討さんのチ工ツクポイント

じさJこうu-:r_);Jd:レょっ
O準備:リラッケスできる姿勢 ---，---~ ..__."'… 

口口口口口を考えた(頭・膝の下)

官芝翫1123長官が口口口口口

0 お母さんのチェックポイント

@準備ができるまで待つ

@肩と腰iこ軽く手をのせる

@お母さんの属の力を抜くこと

ができた

@手で触れている所がじわっと

温かくなるのを感心た

できたらOをつけましょう

口口口口口

口口口口口

口口口口口

口口口口口

図1 練習カード初回
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を感じとることを目標とした。図 1は，初回に作成した

練習カードである。

②練習カードの構成

カードは， A 4 H反用紙1枚を 4分割して，一目で見え

るようにした。カードの内容は，以下の4点とした0

.モデルパターンの名前/自擦と手続き

-実際の写真に書き加えたポイント

・本人のチェックポイント (2 こ ~4 こ)

-保護者のチェックポイント (2 こ ~4 こ)

親子訓練会の場で練習している様子を写真に撮ったも

の，筆者がアドバイスした保護者と本人のチェックポイ

ントを使って，関わる際のポイントを示した。品取習カー

ドを使い，家庭での親子訓練の際に使用してもらうこと

とした。

3. 結果と考察

練習カードは，家庭での使用にあたか練習頻度や回

数は提示せず，翌月親子百11練会に参加した際に，それま

での取り組みの様子，疑問点等について筆者とともに確

認することとした。

チェックポイントが達成できたかどうかの開き取りと

親子訓練の場で実際にモデルパターンを親子で試行して

もらい，筆者が判断して練習カードの修正を行った。初

自のカードを作成した翌月の親子訓練会で開き取った家

庭での練習において，分かりにくかったところやできな

かったところを部分的に修正することとした。その結果，

カードを見て手続きやチェックポイントを振り返ったこ

とで， Iヨ標が達成できたと感じたことがわかった口

腰苦手わ"10)1'弓'"'7 ~2 練習すIード
目標:腰に入った力を扱きましょう。

ゆっくりと、腰を前方にひねって戻しましょう。

@準備:横向きになって寝る(写真 1 主{吋ー~

①膝を曲Lたまま寝る cfi322i北町、身体が
②膝を伸ばして寝る に〈ここ之:コ

@リラックス:i曹と腰に手をあててもらい、腰まわりの
力を抜く(写真2)。

写真1

①じわっと温かく感じたら、お母さんの手を

ゆつくり戻す。

②おしりの少し後ろに手をあてる。ななめ前

方向へ腰をひねる。止まったところから、

じわっと感じることが2屈できたら元へ戻す。

5員、膝のクッションが必要かどうか
考える

写真2:
膝と屑!こ手を軽くあてる

本人の身体の状況は大きく変化しておらず，引き続き

JJ嬰まわりのリラックスを促すことが有効で、あること，保

護者が手ざわりに少しずつ自信を持ってきていたことを

確認した。そこで，同じモデルパターンで目標と内容を

吏新することとし i玄12のように手続きを迫力11した。

練習カード作成のi役効果的，また継続的に，保護者

と子どもが家庭での練習に協力してとりくめるよう，わ

かりやすい練習メニューを設定する必要がある。本人の

姿勢や動きに関わる課題と保護者が実施可能な練習メニ

ューをすりあわせつつ，家庭で行う糠習内容を選定する

ことが必要である。また， I~l 襟を組!分化し，達成可能な

具体的な I~I 襟の提示を心がけた。親子訓練の場面では.

付随するさまざまなことが話題になることが多いが，練

習をするj二で、のポイントをしぼったことで，本事例にお

いてもまだ経験が浅い保護者と本人との練習であっても，

結果が確認しやすかったのではないかと考えられる。

保護者と本人に使用!惑を尋ねたところ，カードの使い

やすさについて，訓練会で体験した場面が写真になって

いることで，やり万などが思い出しやすかったことやポ

イントが不されていたことで，保護者が何に気をつけて

行えばよいかがわかりやすかったことがプラスの感:151と

してあげられていた。

保護者と本人それぞれに手続きとチェックポイントを

示したことで，家庭での練習の際にも，お互いにできた

ことに岳信を持って受け止めることができたようであっ

た。訓練会の場面でも，経過を筆者と確認しできたこ

とを一緒に喜んだり，不安のあるところを一緒に確認し

たりすることを親子訓練会の場でも繰り返し行えるとよ

。 さんのチェックポイント

t'eきこうしJセ二)¥}(j;レょっO準備:リラックスできる姿勢 -_._----"_ --~十
口口口口口を考えた(頭・膝の下)

Oお母さんに触れてもらった所が口口口口口
じわっと温かくなるのを感じた

O~要をひねる時、ひっかかりが
あった所でお母さんに伝えた 口口口口口

0 お母さんのチェックポイン卜

できたらOをつけましょう

@準備ができるまで待った 口口口口口

@お母さんの肩の力を抜くこと
ができた 口口口口口

-ひっかかった戸万で、千寺てた 口口口口口

-ひっかかった所からじわっと感
じられた(畑 :ο、2回:0を 口口口口口
つけてみましょう)

図2 練習力、ード2回目
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いのではないかと考えられる。

カードの作成は， Bさん以外にも 10数ケースに行いそ

れぞれ家庭で使用していただいている。カードは， A 4 

用紙に印刷をしたものであるが 用紙がなくなってしま

ったり， 1波れてしまったりするというアクシデントも，1さ

きている。継続的に使用することを考えると紙の保管に

ついては， ファイルなどを利F目して，親子訓練会の参加

の記録としてためていく等の工夫も考えられる。 Bさん

の場合は， 白立活動に関連する資料を保管するファイル

に綴じて，学校の授業と関連させながら取り組む工夫を

なさっていた。

持ち述びゃ保管のしやすさ，写真と映像を合わせて記

録できることから‘ タブレット端末によるカード作}J)Gも

一部行っている。

4. まとめと今後の諜題

親子訓練会の性質上，家庭の予定によって出欠が変わ

るため.月によって参加者が変化する。定期的に.カー

ドの練習内容を見直す必要がある。そのために， 目標達

成までのスパンや見通しを保護者に説明したり， WJ Iヨを

入れて.いつから取り組んでいるのかを，椛認しやすく

しておいたりする工夫も必安と忠われる。

また.説子市11総会をサポートする支援者も月によって

メンバーが変わる白サポートする支援者側においては，

継続性を持って練習カードを使われていくために，保護

者のニーズを始め，その時に中心的に扱っている目標等

を支援者間で適切に情報共有する方法も検討していく必

要がある。カードをそれぞれの家庭のニーズに合わせて，

限られた時間内で作成するためには，支援者1H1Jも技量を

i高め，短時間でその子とともにあった諜題を設定したり，

わり方の工夫も端的にまとめたりすることが求められ

る。サポートする支援者の技術を高めていくことも必要

となるであろう。

親子訓練会は，その子どもの成長とともに長期間にわ

たった支援も 1つの重要な役割と考えられる。そのため，

こうした取り組みを継続していくことが最も重要なこと

fごと忠jつれる。
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